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平成１８年度 決算報告書 （第３期事業年度）

国立大学法人 帯広畜産大学

（単位：百万円）

区 分 予算額 決算額 差 額 備 考
（ ）決算－予算

収入

３，０７５ ３，０７５ ０運営費交付金

８４０ ８４０ ０施設整備費補助金

補助金等収入 （注１）３０ ５８ ２８

２２ ２２ ０国立大学財務・経営センター施設費交付金

８２６ ９１１ ８５自己収入

授業料、入学料及び検定料収入 （注２）７２０ ７８３ ６３

雑収入 （注３）１０６ １２８ ２２

産学連携等研究収入及び寄附金収入等 （注４）７２４ ８７２ １４８

目的積立金取崩 （注５）３０ ０ △３０

５，５４７ ５，７７８ ２３１計

支出

２，９１０ ２，６００ △３１０業務費

教育研究経費 （注６）２，９１０ ２，６００ △３１０

一般管理費 （注７）１，０２１ ９２９ △９２

８６２ ８６２ ０施設整備費

補助金等 （注８）３０ ５８ ２８

産学連携等研究経費及び寄附金事業費等 （注９）７２４ ８７０ １４６

５，５４７ ５，３１９ △２２８計

０ ４５９ ４５９収入－支出

○予算と決算の差異について

（注１） 補助金等収入については、国からの補助金の獲得に努めたため、予算額に比して決算額が

２８百万円多額となっております。

（注２） 授業料、入学料及び検定料収入については、主として受験者数及び在籍学生数が増加した

ため、予算額に比して決算額が６３百万円多額となっております。

（注３） 雑収入については、主として家畜病院の診療体制の強化に努めたこと等により、予算額に

比して決算額が２２百万円多額となっております。

（注４） 予算段階では予定していなかった国等からの受託研究の獲得に努めたため、予算額に比し

て決算額が１４８百万円多額となっております。

（注５） 予算段階で予定していた目的積立金の取り崩しを行わなかったため、予算額に比して決算

額が３０百万円少額となっております。
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（注６） 教育研究経費については、退職手当支給者数の減及び成果進行基準適用事業の繰越し等に

より、予算額に比して決算額が３１０百万円少額となっております。

（注７） 一般管理費については、経費の節減に努めたため、予算額に比して決算額が９２百万円少

額となっております。

（注８） （注１）に示した理由等により、予算額に比して決算額が２８百万円多額となっておりま

す。

（注９） （注４）に示した理由等により、予算額に比して決算額が１４６百万円多額となっており

ます。


